
Ｍｅｍ,KagoshimaUniv､Res・Cente1.Ｓ・Pac.,ＶｏＬ２,No.１，１９８１

エスレルと酢酸カルシウムがポンカンの

落葉。落果および果実着色に及ぼす影響

岩堀修一＊・大畑徳輔＊

EffectsofZ-chloroethylphosphonicacidandcalciumacetateondefoliationand

fruitdrop，anddegreeningofponkan，Cit池ｓγeticMIataBlanco，fruit．

ShuichilwAHoRIandJToOoHATA

Abstracts

6７

Twoexperimentswereconductedtoevaluatethealleviativeeffectsofcalcium
acetateondefoliationandfruitdropinducedbythesprayofEthephon(Z-chloro‐

ethylphosphonicacid）solutionwhichisusedtoacceleratethedegreeningof
ponkan，Citγ皿ｓγettcMIataBlanco，fruit，TheeffectofFigaroｎ（Ethyl5-chloro‐
１H-3-indazolylacetate）ｏｎdegreeningwasalsoinvestigated・

Inexperimentl，asplit-plotdesignwasemploVedwherethemainplotsconsisted
ofthreelevelsofEthephonconcentration(0,200,400ppm）andsixreplicates,while

thesub-plotsconsistedoffourlimbsdesignatedtofourlevelsofcalciumacetate
added（0,0.2,1,5％).ThespraytreatmentwasdoneonNovemberl,andEthephon
andcalciumacetateweremixedjustbeforethesprayapplication・

EthephonsubstantiallVincreaseddefoliationandfruitdrop，however，thiswas
almostcompletelypreventedbytheadditionofcalciumacetate・EthephonmarkedlV
increasedthecolorationofponkanfruit．ＴｈｅａｄditionofcalciumacetateslightlV
decreasedthecoloracceleration，butthecolorwasstillconsiderablVincreasedwhen

comparedwiththeunsprayedcontrolgroup・
InexperimentZ,ZOOppmEthephonwith１％calciumacetateandZOOppm

Figarontreatmentswerecomparedasafactorialcombinationconsistingoffour
treatments、FigaronwassprayedonSeptember9，ａｎｄＥｔｈｅｐｈｏｎｏｎＮｏｖｅｍｂｅｒ４・
Nodefoliationandfruitdropwereolbservedinanytreatmentplots・Ethephon
withcalciumacetateremarkablVaccelerateddegreeningandcolorationofponkan

fruit、Figaronalsoappreciablyimprovedfruitcolorbutnoadditiveeffectsof

EthephonandFigarontreatmentswereobservedoverEthephontreatmentalone・
Itissuggestedthatspraying200ppmEthephonmixedwith１％calciumacetate
inearlyNovemberacceleratesdegreeningandcolorationwithoutdefoliationand
fruitdrop，andthemethodiscommerciallyfeasible．
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6８ 岩堀,大畑：ポンカンの落葉・落果と果実着色

緒 ーl

ポンカンは鹿児島特産の柑橘で，１２月中･下旬に収穫し，大部分は翌年の１，２月に出荷

される。しかし，果皮の着色に先行して，果肉は成熟している場合が多いので，着色促進

が可能になれば，年内出荷をかなり増加させることができる。

エスレル(Z-chloroethVlphosphonicacid)は柑橘類の着色を促進することが早くから

知られ(YoungandJahn,197Z)，著者らも１０月下旬から１１月上旬のエスレル200ＰＰｍ

散布により，ほとんど落葉・落果の危険性なしに着色を促進し，収穫を７～１０日程度促進

できることを認めた（岩堀ら，１９７７）。しかし樹勢の弱い樹や病害虫の被害を受けた樹な

どで，散布が落葉・落果の原因になり（Iwahori,1978),これがエスレル散布の普及をはば

んでいた(Stewart,1977)。

一方，エスレル溶液に酢酸カルシウムを混用すると，落葉・落果をほぼ完全に抑制でき

ることを発見した(IwahoriandOohata,1980)｡そこで酢酸カルシウムの混用散布によ

り，落葉・落果から安全な着色促進法の実用化を検討できるかと，本実験を行なった。

さらに，Ethyl5-chloro-1H-3､indazolylacetate（フイガロン）も温州ミカン（冨永・

大東，１９７９）やポンカン（岩堀・大畑，１９８０）で着色促進効果が認められているので,こ

のフィガロンの効果をエスレルの効果と比較した。

謝辞本研究の一部は昭和54年度鹿児島大学南方科学研究資料センター総合研究助成

費の援助を受けて行なわれたもので，記して深謝する。エスレルを提供された２，４－Ｄ

協議会，フィガロンを提供された日産化学，試験樹を貸与下さった吹上町馬場実氏にもあ

つく感謝する。

材料および方法

実験１鹿児島大学農学部附属唐湊果樹園に栽植された１６年生の高しよう系ポンカン

18樹を供試した。

処理は分割区法で，主試験区には樹別処理でエスレル３濃度（０，２００，４００ｐｐｍ)，反

復６を割りつけ，副試験区は枝別に混用する酢酸カルシウム４濃度（０，０．２，１，５％）

とした。

散布は１９７９年１１月１日に行ない，散布直前にエスレルと酢酸カルシウムを混合した。

散布前の１０月２７日に各区の果実数を数え，各区より３００枚前後の葉をつけた枝を選んで､，

葉数を数えた。散布２週間後の１１月１４日と４０日後の１２月１１日に再び葉数を数えて落葉

率を算出した。また’２月１１日に果実数を数えて落果率を算出した。１２月１８日に果実を

収穫し,各区５果ずつについて，視察による着色程度を記録し，さらにカラーチャート（山

''１奇・鈴木，１９８０）により，最も着色の進んだ部分（Ａ）と最も遅れた部分（Ｂ）について

色調を調査した。果汁中の糖は屈折糖度計により測定し，酸は0.156Ｎ水酸化ナトリウム

溶液による滴定で､クエン酸パーセントとして表わした。

データは分散分析し，平均値の分離はダンカンの多重検定にしたがった。変数が百分率
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の場合は逆正弦変換値で分散分析した。

実験２前記吹_上町の馬場氏園，１５年生の低しよう系ポンカン４０樹を供試した。樹別

処理で２×２の要因配置法により，エスレル散布と無散布，フイガロン散布と無散布をく

みあわせた４処理を１０反復した。フイガロンは２００ｐｐｍを９月９日に散布し，エスレル

は２００ｐｐｍに１％酢酸カルシウムを加用して１１月４日に散布した。散布は動力噴霧器に

よったが，エスレル散布は低圧で薬量を少なくした。

１２月８日に１樹５果ずつの収穫果について，実験１と同様の方法で着色，糖，クエン酸

含量を調査した。

結 果

実験１どの区でも１１月１４日以降，１２月１１日までに落葉が増加した｡供試樹は樹勢が

弱く，エスレル０ｐｐｍの区でも１２月の落葉率は１１％と比較的高かった｡エスレル散布に

より落葉は増加し，400ｐｐｍでは２４％と高かった（第１表)。酢酸カルシウムの添加は落

葉を減少させ，その効果は０．２％より１％の方がまさったが，さらに５％にしても，効果

は１％と同程度であった。

落果はエスレル０ｐｐｍ，200ｐｐｍではごく少なく，１～６％程度であったが，酢酸カ

ルシウム無添加のエスレル４００ｐｐｍ散布では著しく増加し，３２％にも達した。酢酸カル

シウムの添加によって落果は防がれ，落果率は２．０～３．８％になった（第２表)。

視察による着色はエスレル散布で良好となったが，２００ｐｐｍと４００ｐｐｍの間では有意

差は認められなかった。酢'酸カルシウム汎用では視察による着色は僅かに劣ったが，無混
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用と有意差が認められたのは５％の混用のみであった（第３表)。

カラーチャートによる，最も着色の進んだ部分（Ａ）の比較では，やはりエスレルによ

り着色は良好になったが，酢酸カルシウムによる着色の低下はほとんど認められなかった。

しかし，最も着色の遅れた部分（Ｂ）では，酢酸カルシウムは僅かながら着色を遅らせた。

果実のス上がり程度や糖，クエン酸含量にはエスレル，酢酸カルシウムともに影響がなか

った。
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実験２エスレル（酢酸カルシウム混用）およびフイガロンの散布のいずれでも，落葉・

落果がほとんど認められなかった。
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本実‘験において酢酸カルシウムの落葉・落果防止効果は著しく高いことが認められ，著

者らの前報(IwahoriandOohata,1980)が再確認された。実験１の樹は樹勢が弱く，エ

スレル散布には不適当な樹であった。このような場合でも，エスレルヘの酢酸カルシウム混

用により落葉・落果を著しく減少させ，ほぼ無散布のレベルにまで抑制できた。一方，実

‘験２で用いた樹は樹勢旺盛で，試験期間中無散布樹の落葉・落果は事実上認められなかっ

たが，この樹への酢酸カルシウム混用エスレルの散布は，まったく落葉・落果をひきおこ

さなかった。

前田と鳥越（1980）も奄美大島において同様の酢酸カルシウム混用エスレル散布で，落

葉・落果がほとんどなく，果実着色を促進することを認め，この方法が実用可能で､あると

報告している。

酢酸カルシウムの混用により，エスレル単独散布に比べて僅かに着色は劣ったが，それ

でも無処理区よりはるかに着色が促進され，７～１０日程度は収穫を早めることができると
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視察による着色程度をみると，エスレル，フィガロンともに着色を促進したが，特にエ

スレルの効果が高かった。エスレルとフイガロンの散布を併用しても，相加効果は認めら

れなかった。一方着色の最も進んだ部分でのカラーチャート値では，エスレルは著しい促

進効果を示したが，フイガロンの効果は認められず，またエスレル，フィガロン併用処理

もエスレル単独処理の効果と同じ程度であった（第４表)。果実中の糖やクエン酸含量には

フィガロン，エスレルの影響は認められなかった。
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推定された，このように鹿児島においては，１０月下旬～１１月上旬に１％酢酸カルシウムを

添加した２００ｐｐｍエスレルを散布することにより，落葉･落果をおこすことなく，着色を

促進することができ，この方法は実用可能であると思われた。

９月散布のフイガロン散布は僅かながら着色を促進し，これは他の報告（岩垣ら，1979；

岩堀・大畑，1980；富永・大東，1979）と一致した。しかしエスレルと比較するとフイガ

ロンの着色促進効果はかなり劣り，特にカラーチャート値でみられるように，赤色の発現

はエスレルに比べて明らかに劣った。

エスレル，フイガロンともに本実験ではポンカンの糖やクエン酸含量に影響を及ぼさな

かった。岩坦ら（1979）はフイガロンの後期散布は温州ミカンの糖を増加させると報じ，

著者らの以前の実‘験でもフィガロンによりポンカン果実の糖がいく分増加した（岩堀・大

畑，1980)｡一方魁永と大東（1979）は温州ミカンでフイガロンによる増糖効果は認められ

なかったと報じている。

フィガロンの着色促進効果はそれほど大きいものではないので，今後は増糖効果をもあ

わせて，更に検討を重ねることが必要であろう。

摘要

ポンカン（CitγⅨｓγeticMIataBlanco)果実の着色促進にエスレル(Z-chloroethVlphos‐

phonicacid）を散布する際の,酢酸カルシウム混用による落葉．落果防止効果を検討した。

またフイガロン（Ethyl5-chloro-1H-3-indazolylacetate)の着色促進効果も試験した。

実験１では分割区法でエスレル濃度（０，２００，４００ｐｐｍ）と酢酸カルシウム濃度（０，

０．２，１，５％）を組.みあわせ，１１月１日に散布した。

高濃度のエスレルで落葉・落果が増加したが，酢酸カルシウムの混用により，落葉・落

果が抑制された。エスレルによる着色は著しく促進されたが，酢酸カルシウムの混用はい

く分その効果を弱めた。

実験２では要因配置法で１％酢酸カルシウム混用200ｐｐｍエスレル散布，無散布と，

200ｐｐｍフイガロン散布，無散布をくみあわせ，４処理の試験を行なった。フイガロンは

９月９日，エスレルは１１月４日に散布した。

どの区でも落葉・落果はほとんど認められなかった。エスレルは着色を著しく促進した。

フィガロンも着色を促進したが，エスレルには劣った。エスレル，フイガロンともに果実

中の糖やクエン酸含量に影響を及ぼさなかった。

１％酢酸カルシウム混用２００ｐｐｍエスレルの１１月上旬散布がポンカンの着色促進のた

め実用化できると考えられる。

１．

農園

２．
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